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本町通りくらしのみちゾーン

歩
車
共
存
化
に
向
け
て

　

本
町
通
り
は
、
江
戸
時
代
に
城
下
町
金
沢

と
京
都
を
結
ぶ
北
国
街
道
で
し
た
。
昭
和
41

年
に
は
都
市
計
画
道
路
と
し
て
決
定
し
、
将

来
的
に
幅
員
12
ｍ
に
拡
幅
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
通
り
に

は
、
国
や
町
の
指
定
文
化
財
や
歴
史
あ
る
大

木
な
ど
が
多
数
存
在
し
、
ま
た
、
北
国
街
道

の
歴
史
を
今
に
残
す
特
徴
あ
る
町
並
み
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
都
市
計
画
道

路
の
整
備
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
幹
線
道
路
と
し
て
交
通
量
も
多

い
こ
と
か
ら
、歩
道
も
な
い
状
況
を
改
善
し
、

車
と
歩
行
者
が
共
存
で
き
る
よ
う
、
現
況
の

道
路
幅
で
の
整
備
を
目
指
し
ま
し
た
。

交
通
社
会
実
験
を
実
施

　

平
成
16
年
10
月
21
日
か
ら
11
月
20
日
ま

で
、
歩
車
共
存
化
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確

保
を
図
る
交
通
社
会
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

車
道
に
ハ
ン
プ
※
１
や
シ
ケ
イ
ン
※
２
を
実
験

的
に
設
置
し
て
、
周
辺
住
民
や
歩
行
者
な
ど

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
に
も
本
町
地
区
全
世
帯

を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意
向
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。「
歩
道
の
ス
ペ
ー
ス
を
き
ち
ん

と
確
保
し
て
欲
し
い
」「
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
本
町
通
り
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

※
１　

自
動
車
の
速
度
を
抑
制
す
る
た
め
に
道
路
上

に
設
け
ら
れ
た
カ
マ
ボ
コ
状
の
突
起

　

※
２　

自
動
車
の
速
度
を
抑
制
す
る
た
め
に
道
路
上

に
設
け
ら
れ
た
障
害
物

町
と
地
区
住
民
が
連
携

　

主
に
地
区
住
民
で
構
成
さ
れ
る
「
本
町
通

り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
、
平
成
16
年
度

に
発
足
。
現
在
ま
で
に
15
回
の
協
議
会
を
重

ね
、
歴
史
あ
る
北
国
街
道
の
町
並
み
・
景

観
・
文
化
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
協
議
会
は
県
内
外
の
町
並
み
を

視
察
し
、
道
路
の
色
・
街
灯
の
デ
ザ
イ
ン
を

は
じ
め
、
ハ
ン
プ
の
設
置
を
や
め
、
自
動
車

の
速
度
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
イ
メ
ー
ジ
シ

ケ
イ
ン
（
道
路
を
色
分
け
し
た
も
の
）
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
こ
の
協
議
会
の
決
定
事
項
を
尊
重

し
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
協

議
会
は
、
今
後
も
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。　

　

歩
き
や
す
く
な
っ
た
本
町
通
り
を
巡
り
な

が
ら
、
最
近
薄
れ
つ
つ
あ
る
、
街
道
を
舞
台

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
歴
史
的

価
値
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

車
と
歩
行
者
が
共
存
す
る
北
国
街
道
へ

着工前

完成後　電線類は地中に埋められました

くらしのみちゾーン整備事業化までの経緯と取り組み

本町通りまちづくり協議会会長

無量井 次歳さん
（本町2丁目）

町通りの電柱地中化工事が完成して
　まちづくり協議会の活動をして約７年。正直、一段落したという感じは
あります。完成した本町通りを天気がいい日に見ると、青空をバックに長
く伸びる光景は本当に美しいですし、夕方は昼とは違った風情や情緒が薫
る雰囲気があるのがいいです。また、電柱が無くなったことで広々とした
開放感あふれる道になり、多くの方が安全に快適に利用できる通りになっ
たと思います。今年秋には市になりますし、本町地区で例年秋に行ってい
る野菜みこしや獅子舞も、一緒に盛り上げていけたらいいなと思います。
今後は、周辺住民の方と協力して多くの人が訪れるような工夫をしていき、
にぎわいをみせるまちづくりをこれからも目指していきたいと思います。

interview
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平成10年12月	 町道の愛称募集により「本町通り」と決定。
平成12年度	 本町地区のまちづくりを目的とした「本町通り町並み・まちづくり懇話会と地元

ワーキンググ	ループ」が発足。３年間活動を行う。
平成13年	 住民アンケートを実施
平成15年3月	 まちづくり方針案をとりまとめた提言書を町に提出
平成15年6月	 国土交通省の「くらしのみちゾーン」として登録（約25.0ha）
平成16年	 交通社会実験を実施。「本町通りまちづくり協議会」が発足。　
平成17～23年度	 本町通りの測量設計、地上機器設置箇所の用地買収	、	電線共同溝工事、入線、抜柱、				

歩車道共存工事、消雪工事、本町２丁目４号線整備予定

　

平
成
12
年
度
に
始
ま
っ
た
本
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

本
格
的
に
「
本
町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
」
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
６
月
、
車
と
歩
行
者
の
共
存
を
目
指
し
た
安
心
で
快
適
な
道

路
が
完
成
し
ま
し
た
。
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す
る
。

町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

田
中　

波
津
美
氏（
粟
田
３
丁
目
）を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
。

町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

藤
谷　

嘉
信
氏（
本
町
２
丁
目
）を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
生
活
基
盤
回
復
に

国
が
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

・
国
の
原
子
力
防
災
指
針
の
見
直
し
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
促
進
を
求
め
る
意
見
書

・
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
議
案

専
決
処
分（
平
成
22
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予

算
）の
承
認

２
億
１
，６
０
１
万
３
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額

を
１
７
１
億
５
，９
４
５
万
８
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

事
業
に
係
る
国
県
支
出
金
な
ど
の

交
付
決
定
に
伴
う
歳
入
予
算
の
補
正
お
よ
び
事
務

事
業
の
確
定
に
伴
う
歳
出
不
用
額
な
ど
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
22
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

５
，４
０
６
万
７
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

41
億
３
，８
９
５
万
５
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

財
政
調
整
交
付
金
、療
養
給
付
費

等
負
担
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う
歳
入
予
算
の
補

正
お
よ
び
療
養
給
付
費
や
高
額
療
養
費
な
ど
の

確
定
に
伴
う
精
算
額
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
22
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

２
，８
１
４
万
８
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

３
億
１
，５
３
８
万
７
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

保
険
料
決
算
見
込
や
保
険
料
基

盤
安
定
繰
入
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う
歳
入
予
算

の
補
正
お
よ
び
保
険
料
納
付
金
決
算
見
込
み
や

保
険
料
基
盤
安
定
、事
務
費
納
付
金
な
ど
の
確
定

に
伴
う
精
算
額
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
22
年
度
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
）
の
承
認

13
万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

８
６
３
万
４
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

医
療
給
付
費
等
の
確
定
に
よ
る

調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
22
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
）
の
承
認

１
，０
５
２
万
３
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

18
億
３
，０
８
５
万
２
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

保
険
料
決
算
見
込
、事
務
費
繰
入

金
な
ど
の
確
定
に
伴
う
歳
入
の
補
正
お
よ
び
介

平
成
23
年
第
３
回
町
議
会
　
６
月
定
例
会

議
会
だ
よ
り

　
議
案
21
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
議
案
は
４
件
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
給
付
費
等
の
確
定
に

伴
う
精
算
額
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
22
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

１
，６
４
０
万
３
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

１
７
億
３
，５
２
２
万
８
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

受
益
者
負
担
金
、下
水
道
使
用
料

の
確
定
に
よ
る
歳
入
の
補
正
お
よ
び
流
域
下
水

道
維
持
管
理
負
担
金
の
確
定
な
ど
に
よ
る
歳
出

の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
22
年
度
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
）
の
承
認

収
益
的
支
出
に
お
い
て
１
，３
０
０
万
円
を

増
額
し
、
資
本
的
収
支
で
は
支
出
に
つ
い
て

１
億
７
千
万
円
を
減
額
す
る
。

■
主
な
内
訳　

事
業
の
確
定
な
ど
に
伴
う
予
算

の
調
整
。

専
決
処
分
（
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
区
分
の
う
ち
、医
療
分

に
係
る
賦
課
限
度
額
を
現
行
の
50
万
円
を
51
万

円
に
、後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
係
る
賦
課
限
度

額
13
万
円
を
14
万
円
に
、介
護
納
付
金
分
に
係
る

賦
課
限
度
額
10
万
円
を
12
万
円
に
改
正
す
る
。

専
決
処
分
（
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）
の
承
認

出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
39
万
円
を
恒
久
化
す
る
。

専
決
処
分
（
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）
の
承
認

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う
特
例
措
置
に
よ

り
地
方
税
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

町
の
区
画
を
新
た
に
画
し
、
お
よ
び
変
更
す
る

こ
と
並
び
に
字
の
区
域
を
廃
止
す
る
こ
と

町
中
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
な

ど
に
よ
り
町
名
地
番
整
備
を
行
う
。

請
負
契
約
の
締
結

●
町
営
住
宅
建
設
工
事
を
５
億
７
，９
２
８
万
５
千

円
で
株
式
会
社
豊
蔵
組
と
契
約
す
る
。

●
児
童
館
併
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事
を

８
，７
４
６
万
５
千
円
で
株
式
会
社
豊
蔵
組
と
契
約

す
る
。

●
あ
す
な
ろ
地
下
道
改
修
工
事
を
１
億
４
２
６
万

５
千
円
で
大
鉄
工
業
株
式
会
社
と
契
約
す
る
。

●
町
立
富
陽
小
学
校
増
築
等
工
事（
建
築
工
事
）

を
８
億
２
，４
２
５
万
円
で
真
柄
・
和
泉
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
と
契
約
す
る
。

●
町
立
富
陽
小
学
校
増
築
等
工
事（
電
気
設
備

工
事
）を
１
億
５
，３
８
２
万
５
千
円
で
第
一
電

機
・
北
陸
電
設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と

契
約
す
る
。

●
町
立
富
陽
小
学
校
増
築
等
工
事（
機
械
設
備
工

事
）を
１
億
２
，６
９
７
万
６
，５
０
０
円
で
松
下

管
工
・
荒
木
空
調
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

と
契
約
す
る
。

財
産
の
取
得

消
防
ポ
ン
プ
車
を
１
，５
５
９
万
７
５
０
円
で
長

野
ポ
ン
プ
株
式
会
社
と
契
約
す
る
。

●
小
型
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
１
，８
７
３
万
６
，

９
３
０
円
で
石
川
日
野
自
動
車
株
式
会
社
と
契
約

Q
現
在
、当
町
は
災
害
に
対
し
地
域
防
災

計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、東
日
本
大

震
災
で
得
た
教
訓
か
ら
、非
常
時
に
お
い
て
避

難
場
所
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。町
内
に
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
よ

り
も
、近
く
に
大
学
な
ど
の
施
設
が
あ
る
場
合

は
、ど
う
し
て
も
そ
ち
ら
に
避
難
す
る
こ
と
が

多
い
と
考
え
る
。避
難
場
所
は
耐
震
性
に
優
れ
、

食
料
な
ど
の
備
蓄
設
備
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、県
立
大
学
、野
々
市
明
倫
高
校
、明
和
特

別
支
援
学
校
、金
沢
工
業
大
学
と
協
定
を
結
び

対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

Ⓐ
県
が
行
う
被
害
想
定
見
直
し
を
参
考

に
、施
設
の
状
況
、避
難
所
間
の
距
離
な

ど
の
地
理
的
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、協
議

を
重
ね
避
難
所
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
た
い
。

Q
災
害
の
非
常
時
に
お
い
て
、避
難
場
所

で
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
遮
断
が

想
定
さ
れ
る
が
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
し

て
、特
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
の
自
家
発
電
設
備

を
必
要
と
す
る
小
学
校
な
ど
に
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
の
か
見
解
を
聞
く
。

Ⓐ
現
在
、小
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
、ハ

ロ
ゲ
ン
ラ
イ
ト
は
配
備
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、非
常
時
に
有
力
な
電
源
確
保
対
策
に
つ

い
て
、調
査
、研
究
し
た
い
。

非
常
時
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

金
村 

哲
夫　

議
員

　
町
政
全
般
に
わ
た
り
、金
村
、杉
林
、西
本
、中
村
、辻
、岩
見
、大
東
、早
川
、村
本
議

員
の
９
名
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一 

般 

質 

問

Q
当
町
の
昨
年
中
の
火
災
件
数
、損
害
額

は
前
年
と
比
較
し
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
が
、
火
災
発
生
時
の
屋
外
水
利
を
利
用
し

た
消
火
設
備
が
少
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。建
物
や
塀
な
ど
に
消
火
栓
の
近
く
で
人
の

目
に
つ
き
、住
民
の
誰
で
も
が
容
易
に
使
用
で

き
、い
ち
早
く
消
化
活
動
で
き
る
消
火
栓
ホ
ー

ス
格
納
箱
の
導
入
に
補
助
を
望
む
。

Ⓐ
自
警
団
を
対
象
に
ホ
ー
ス
、管
鎗
、消

火
栓
ス
タ
ン
ド
な
ど
消
火
用
資
機
材
の

購
入
の
際
に
、そ
の
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助

し
て
い
る
が
、格
納
箱
自
体
は
補
助
対
象
に
し

て
い
な
か
っ
た
。初
期
消
火
活
動
に
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
、格
納
箱
も
補
助
対
象
と

し
て
い
き
た
い
。

市
制
施
行
に
向
け
た
行
政
の

事
務
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

Q
11
月
11
日
の
市
制
施
行
に
向
け
た
準
備

が
本
格
化
し
、市
制
施
行
に
あ
た
っ
て

行
政
の
事
務
事
業
に
お
け
る
追
加
や
見
直
し

作
業
な
ど
の
準
備
に
怠
り
は
な
い
の
か
、現
時

点
で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

Ⓐ
市
制
施
行
に
係
る
住
民
向
け
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
準
備
、

各
種
書
類
関
係
や
電
算
シ
ス
テ
ム
変
更
な
ど

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
。

矢
作
交
差
点
の
右
折
車
線
確
保
に
つ
い
て

Q
庁
舎
へ
通
じ
る
県
道
の
矢
作
交
差
点

で
、矢
作
北
交
差
点
方
向
か
ら
の
右
折

車
両
の
後
方
に
直
進
車
両
の
渋
滞
が
発
生
し

て
い
る
。運
転
手
の
イ
ラ
イ
ラ
解
消
、渋
滞
緩

和
に
よ
り
通
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、

矢
作
諏
訪
公
園
付
近
か
ら
の
直
進
と
右
折
車

線
の
確
保
を
望
む
。

Ⓐ
用
地
確
保
が
必
要
に
な
る
た
め
、地
元

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、県
・
関
係
機

関
な
ど
と
交
通
渋
滞
解
消
対
策
を
含
め
、検
討

し
た
い
。

Q
町
の
休
日
・
夜
間
医
療
体
制
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
当
町
は
開
業
医
が
多
く
、

平
日
と
土
曜
日
の
日
中
の
医
療
体
制
は
比
較

的
充
実
し
て
い
る
。し
か
し
、休
日
・
夜
間
に

お
い
て
町
民
に
十
分
な
医
療
が
提
供
で
き
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、「
休
日
・
夜
間
診
療
所
」

の
必
要
性
を
訴
え
、開
設
を
求
め
る
。

Ⓐ
休
日
・
夜
間
診
療
所
の
開
設
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、白
山
の
の

い
ち
医
師
会
と
、従
来
か
ら
の
広
域
で
の
医
療

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
設
置
に
補
助
を

杉
林 　

敏　

議
員

野
々
市
町
に
休
日
・
夜
間
診
療
所
の
開
設
を

西
本 

政
之　

議
員
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Q
災
害
時
に
、大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

す
消
防
団
、
自
警
団
の
充
実
を
図
り
、

団
員
確
保
に
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
考
え
実
行

せ
よ
。Ⓐ消

防
団
員
を
安
定
し
て
確
保
す
る
た
め

に
は
、地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、町
内
会
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。ま
た
、団
員
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
消

防
団
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、商
工

会
の
協
力
を
得
て
い
き
た
い
。さ
ら
に
、消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、協
力
事
業
所
に
は
表
彰
、広
報
紙

な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て

Q
最
新
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
利
用
の

災
害
に
強
い
新
し
い
市
民
総
合
ス
ポ
ー

体
制
の
あ
り
方
と
あ
わ
せ
、引
き
続
き
休
日
・

夜
間
診
療
に
お
け
る
協
力
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

富
陽
小
学
校
の
増
改
築
工
事
に
つ
い
て

Q
児
童
数
が
最
も
多
い
同
校
で
は
、こ
の

先
も
ま
す
ま
す
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

14
教
室
増
の
35
教
室
で
十
分
な
の
か
。さ
ら
に

慎
重
か
つ
大
胆
な
試
算
を
求
め
る
。ま
た
、同

校
は
災
害
時
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、停
電
に
対
応
す
る
た
め
の
自

家
発
電
設
備
や
飲
料
水
の
確
保
策
な
ど
を
講

じ
て
、災
害
時
避
難
場
所
と
し
て
十
分
な
機
能

を
も
つ
小
学
校
に
作
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。さ
ら
に
、町
内
小
学
校
最
大
と
な
る
図

書
室
に
正
規
職
員
の
学
校
図
書
館
司
書
を
配

置
す
る
こ
と
で
、図
書
教
育
を
充
実
さ
せ
、当

町
を
県
下
一
の
教
育
都
市
に
せ
よ
。

Ⓐ
教
室
数
に
つ
い
て
は
、将
来
児
童
数
推

計
調
査
、文
科
省
の
教
職
員
定
数
改
善

計
画
に
よ
る
少
人
数
学
級
の
導
入
を
考
慮
す

る
と
、平
成
31
年
度
で
普
通
教
室
が
34
教
室
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、35
教
室
の
確
保
で
十
分

対
応
で
き
る
と
考
え
る
。避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
で
あ
る
が
、避
難
場
所
と
し
て
使
用
す
る

体
育
館
は
、昭
和
57
年
度
建
設
で
あ
り
、新
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。自
家
発
電
設
備
に

つ
い
て
は
、出
力
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発

電
の
設
置
以
外
は
考
え
て
い
な
い
。飲
料
水
の

確
保
に
つ
い
て
は
、今
回
改
修
す
る
受
水
槽
内

の
水
の
活
用
、近
隣
の
消
雪
用
井
戸
を
利
用
し

た
い
。ま
た
、図
書
館
司
書
に
つ
い
て
は
、平

成
13
年
に
町
内
小
中
学
校
に
専
任
の
図
書
館

司
書
を
配
置
し
た
。平
成
17
年
度
に
は
雇
用
形

態
を
臨
時
か
ら
嘱
託
に
改
善
し
た
が
、正
規
職

員
を
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
は
、現
段
階
で
は

考
え
て
い
な
い
。

開
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、安
全
性
確
保

の
客
観
的
検
証
や
安
全
対
策
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
、対
応
を
検
討
し
た
い
。地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て
は
、放
射
能
被
害
の
み
な
ら
ず
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
見
直
し
た
い
。

津
波
対
策
を

Q
日
常
生
活
で
津
波
の
危
険
地
域
に
い
る

機
会
が
あ
る
。津
波
警
報
が
出
た
時
に

率
先
し
て
逃
げ
る
勇
気
を
身
に
着
け
る
訓
練
、

教
育
が
必
要
。津
波
災
害
も
地
域
防
災
計
画
に

入
れ
て
は
。

Ⓐ
当
町
は
海
岸
線
か
ら
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
て
い
る
が
、標
高
は
約
９

メ
ー
ト
ル
か
ら
約
49
メ
ー
ト
ル
と
平
坦
な
地

形
で
あ
り
、高
台
へ
の
避
難
は
容
易
で
は
な

い
。巨
大
津
波
の
影
響
に
つ
い
て
は
、水
路
や

工
作
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
踏
ま
え
、調

査
、研
究
し
た
い
。ま
た
、地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
は
、津
波
被
害
の
み
な
ら
ず
、県
が
実

施
す
る
被
害
想
定
の
見
直
し
や
、国
が
示
す
防

災
指
針
な
ど
を
参
考
に
、研
究
機
関
と
も
協
議

を
重
ね
、町
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
第
一

に
考
え
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
生
活
環
境
の
改
善
を

Q
高
齢
者
、
障
害
者
、
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

世
帯
が
他
人
に
あ
ま
り
気
を
使
わ
ず
安

心
で
き
る
避
難
所
に
。

Ⓐ
近
年
の
地
震
災
害
で
開
設
さ
れ
る
避
難

所
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
か
ら

授
乳
室
や
更
衣
室
を
設
け
る
な
ど
の
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。当
町
で
も
避
難
所
の

開
設
か
ら
運
営
組
織
の
結
成
、運
営
方
法
、空

間
の
割
り
振
り
な
ど
に
つ
い
て
、関
係
機
関
と

検
討
し
、被
災
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制

整
備
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
を

Q
保
育
園
、青
少
年
セ
ン
タ
ー
、子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
菅
原
の
耐
震
化
を
急
げ
。

Ⓐ
建
設
年
度
か
ら
耐
震
化
が
必
要
と
思
わ

れ
る
保
育
園
は
、町
立
３
カ
所
、社
会

福
祉
法
人
１
カ
所
で
あ
る
。一
番
建
設
年
度
が

古
い
の
は
粟
田
保
育
園
で
あ
る
が
、こ
の
園
に

つ
い
て
は
、社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
建
て
替
え

を
検
討
し
て
い
る
。他
の
園
に
つ
い
て
も
、耐

震
補
強
工
事
ま
た
は
建
て
替
え
の
検
討
・
協

議
を
行
い
た
い
。ま
た
、青
少
年
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、施
設

機
能
の
安
全
性
も
鑑
み
、廃
止
も
視
野
に
い
れ

て
早
急
に
検
討
し
た
い
。さ
ら
に
、子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
菅
原
は
平
屋
建
て
で
あ
る
こ
と

か
ら
、耐
震
化
の
該
当
建
物
と
な
っ
て
い
な
い

が
、利
用
し
て
い
る
児
童
な
ど
の
安
全
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、今
後
、耐
震
化
の
検
討
を
進

め
た
い
。

仮
設
住
宅
確
保
に
つ
い
て

Q
仮
設
住
宅
の
入
居
対
象
を
希
望
者
全
世

帯
に
。
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
う
え
で

学
校
の
授
業
再
開
や
保
育
所
の
再
開
が
重
要

で
、仮
設
住
宅
と
し
て
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ

を
。

Ⓐ
災
害
救
助
法
適
用
の
災
害
時
に
お
い
て

は
、住
ま
い
を
失
い
、自
ら
の
資
金
で

住
ま
い
の
確
保
が
で
き
な
い
方
に
住
居
の
支

援
を
優
先
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。ま
た
仮
設

住
宅
用
に
民
間
住
宅
を
借
り
上
げ
る
こ
と
も

被
災
者
の
生
活
再
編
に
向
け
た
対
応
の
一
つ

と
考
え
る
が
、住
宅
の
質
が
被
災
者
の
思
い
と

一
致
す
る
か
、入
居
予
定
期
間
を
過
ぎ
た
場
合

の
延
長
な
ど
貸
主
と
借
主
の
関
係
が
崩
れ
た

と
き
の
ト
ラ
ブ
ル
も
考
え
ら
れ
る
。い
ず
れ
に

せ
よ
仮
設
住
宅
の
入
居
対
象
と
設
置
戸
数
も

含
め
、国
・
県
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、実
効

性
の
あ
る
災
害
対
応
に
努
め
た
い
。

介
護
保
険
法
の
改
定
に
つ
い
て

Q
法
案
で
は「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ
た

軽
度
者
を
保
険
給
付
外
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。利
用
者
が
現
行
の
保
険
給
付
を
希
望

し
た
場
合
、利
用
者
の
希
望
は
絶
対
叶
え
ら
れ

る
か
。Ⓐ厚

生
労
働
省
は
対
象
者
の
状
態
な
ど
基

本
的
な
事
項
を
定
め
た
指
針
を
策
定

し
、基
準
は
厚
労
省
令
で
規
定
す
る
と
の
こ

と
な
の
で
、そ
の
内
容
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。今
回
の
改
正
は
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
、

要
支
援
者
、介
護
予
防
事
業
対
象
者
向
け
の
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
実
施
で
き
る
制
度
と
な
り
、市

町
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
利
用
者
の

状
態
や
意
向
に
応
じ
予
防
給
付
で
対
応
す
る

の
か
、新
た
な
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の

か
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
る
。い
ず
れ
に
せ
よ

改
正
内
容
の
把
握
に
努
め
、今
後
も
省
令
・
通

達
な
ど
を
注
視
し
た
い
。

Q
当
町
の
東
側
に
は
森
本
～
富
樫
断
層
が

あ
り
、東
日
本
大
震
災
を
機
に
雨
水
対

策
、洪
水
対
策
な
ど
防
災
計
画
の
想
定
範
囲
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ⓐ
今
回
の
震
災
を
受
け
、職
員
の
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

見
直
し
、全
職
員
に
対
し
、周
知
徹
底
し
た
。金
沢

工
業
大
学
に
災
害
対
応
や
防
災
に
つ
い
て
協
力

関
係
を
構
築
で
き
る
よ
う
、協
定
締
結
に
向
け
た

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。ま
た
、専
門
家
の
意
見
を

参
考
に
、地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
行
い
た
い
。

Q
宅
地
化
さ
れ
た
地
域
に
残
る
水
田
は
、

大
雨
の
時
な
ど
の
一
時
的
な
調
整
池
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、宅
地
化
が

進
み
水
田
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
。用
排
水
路

は
当
時
の
ま
ま
幅
や
深
さ
が
ま
ち
ま
ち
で
、場

所
に
よ
っ
て
は
地
域
の
側
溝
の
泥
上
げ
清
掃

で
は
対
処
で
き
な
く
、幼
児
の
背
丈
ほ
ど
の
深

く
て
幅
の
狭
い
箇
所
も
あ
る
。大
局
的
な
防
災

計
画
と
並
行
し
て
身
近
に
存
在
す
る
危
険
な

場
所
と
そ
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
を
点
検
し
、き

め
細
や
か
な
改
善
対
策
を
提
案
す
る
。

Ⓐ
道
路
側
溝
な
ど
に
堆
積
す
る
ヘ
ド
ロ
は

側
溝
の
排
水
能
力
を
阻
害
す
る
こ
と
か

ら
、町
内
会
の
側
溝
泥
上
げ
作
業
時
に
、地
下

排
水
溝
な
ど
泥
上
げ
が
で
き
な
い
場
所
に
つ

い
て
は
、必
要
に
応
じ
て
町
が
清
掃
を
し
て
い

る
。ま
た
、危
険
な
個
所
な
ど
に
つ
い
て
は
町

内
会
の
意
見
を
聞
い
た
り
、点
検
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、用
水
を
管
理
し
て
い
る
生
産
組
合

な
ど
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、防
止
対
策
な
ど

の
改
善
を
行
い
た
い
。

Q
地
域
主
権
の
時
代
へ
、一
歩
リ
ー
ド
の

地
方
か
ら
の
改
革
を
成
し
遂
げ
た
東
京

都
。
財
政
の「
見
え
る
化
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、「
公
会
計
制
度
」の
改
革
を
し
た
こ
と
に
よ

り
借
金
一
兆
円
を
発
見
し
、一
年
で
解
消
に
つ

な
げ
た
。財
政
健
全
化
を
誇
る
当
町
の
魅
力
増

進
に
つ
な
が
る
公
会
計
の
改
革
を
提
案
す
る
。

Ⓐ
当
町
で
も
す
で
に
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
、純
資
産
変
動
計
算

書
の
４
表
を
作
成
し
、公
表
し
て
い
る
。

新
公
会
計
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、国

の
今
後
の
新
地
方
公
会
計
の
推
進
に
関
す

る
研
究
会
で
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

Q
迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
威
力

あ
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

提
案
。東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
を
、当
町

の
現
状
と
課
題
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ⓐ
大
規
模
災
害
時
に
は
大
変
有
用
で
あ

る
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
ら
取
り
込
む

デ
ー
タ
の
種
類
や
変
換
方
法
な
ど
整
理
す
べ

Q
町
民
の
命
と
安
全
に
責
任
を
持
つ
立
場

か
ら
、志
賀
原
発
の
運
転
再
開
に
反
対

し
、北
電
と
県
に
総
点
検
を
求
め
る
考
え
は
。

志
賀
原
発
事
故
を
想
定
し
た
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
。

Ⓐ
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
受
け
、各
方

面
で
そ
の
安
全
性
に
対
す
る
議
論
が
高

ま
っ
て
い
る
。現
在
、志
賀
原
発
は
運
転
が
再

ツ
セ
ン
タ
ー
を
市
制
施
行
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
整
備
す
れ
ば
ど
う
か
。

Ⓐ
町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
か
ら
、い
ろ
い
ろ
要

望
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
に
つ
い
て
必

要
性
も
含
め
、総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

消
防
団
、
自
警
団
の
団
員
確
保
に
つ
い
て

中
村 

義
彦　

議
員

水
害
対
策
と
用
排
水
路
の
改
善
策
に
つ
い
て

辻　

 

信
行　

議
員

財
政
の
見
え
る
化
を
実
現
す
る
た
め
に

大
東 

和
美　

議
員

志
賀
原
発
事
故
を
想
定
し
た
地
域
防
災
計
画

岩
見 　

博　

議
員
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き
課
題
も
あ
る
。今
後
調
査
、研
究
し
た
い
。

Q
総
合
病
院
、
松
任
石
川
中
央
病
院
を

も
っ
と
使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
、シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
広
域
化
で
利
用
者
の
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
や
、病
院
、白
山
市
、金
沢
市
、民
間

活
用
な
ど
、協
賛
者
を
増
や
し
当
町
と
中
央
病

院
を
結
ぶ
交
通
機
関
の
確
保
を
提
案
す
る
。

Ⓐ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
実
験
運
行
で
は
、１

日
当
た
り
の
利
用
者
数
が
民
間
事
業
者

の
採
算
ベ
ー
ス
に
及
ば
ず
、今
年
３
月
末
で
実

験
運
行
を
中
止
し
た
。住
民
に
利
用
意
向
調
査

を
実
施
し
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
目
的
を
通

勤
通
学
、通
院
に
特
化
さ
せ
、広
域
的
な
運
行

の
可
能
性
を
見
据
え
た
ル
ー
ト
設
定
を
検
討

し
た
い
。ま
た
、松
任
石
川
中
央
病
院
な
ど
は

利
便
性
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
医
療
機
関

と
認
識
し
て
お
り
、新
規
ル
ー
ト
検
討
に
際
し

て
は
、関
係
市
と
協
議
す
る
中
で
、直
接
乗
り

入
れ
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
舎
の
駐
輪
場
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
駅
周
辺
の
よ
う
に
美
し
く
隠

し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
駅
南
口
で
は
新
幹
線
高
架
橋
の
工
事
終

了
後
、高
架
下
に
駐
輪
場
を
整
備
す
る

こ
と
で
、約
４
０
０
台
駐
輪
可
能
と
な
る
。駅

北
口
で
は
交
遊
舎
の
駐
輪
場
も
含
め
て
３
７
５

台
収
容
可
能
な
駐
輪
場
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
野
々
市

駅
は
通
学
で
利
用
す
る
高
校
生
が
多
い
こ
と
か

ら
、防
犯
上
の
観
点
か
ら
も
駐
輪
場
を
生
け
垣

や
塀
で
隠
す
よ
り
、周
囲
か
ら
見
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
利
用
者
の
安
全
を
図
り
た
い
。

Q
音
声
コ
ー
ド
普
及
の
た
め
、急
が
れ
る

自
治
体
の
対
応
。今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

Ⓐ
携
帯
電
話
機
能
を
使
っ
た
音
声
コ
ー
ド

読
み
取
り
装
置
に
つ
い
て
は
、対
応
す

る
携
帯
電
話
が
１
機
種
、今
年
４
月
に
発
売
さ

れ
て
お
り
、携
帯
電
話
の
ほ
か
に
補
助
ア
ダ
プ

タ
が
必
要
で
あ
る
が
、障
害
の
あ
る
方
が
持
ち

運
び
し
や
す
く
、使
用
に
関
し
て
今
後
も
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
機
器
と
思
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
も
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
情

報
格
差
解
消
の
た
め
、音
声
コ
ー
ド
を
添
付
し

た
印
刷
物
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
か

ら
の
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、連
携
を

密
に
し
て
障
害
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
福
祉

施
策
を
実
施
し
た
い
。

を
目
標
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
進
出
す
る
際

の
受
け
皿
に
な
る
基
盤
整
備
、周
辺
の
適
正
な

施
設
配
置
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

地
区
と
校
下
に
つ
い
て

Q
本
町
・
富
奥
・
郷
・
押
野
の
４
地
区

は
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
の
夢
も
あ
れ
ば
、

そ
う
で
は
な
い
極
め
て
個
別
の
課
題
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。ま
ず
は
、「
の
の
い
ち
っ
子
」の

校
下
に
ふ
さ
わ
し
い
地
区
の
環
境
を
整
え
て

は
。Ⓐ

地
区
と
校
下
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

も
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
っ
た
。ま
た
、

町
民
意
識
調
査
で
は
２
つ
の
意
見
が
均
衡
し

て
い
た
。い
ず
れ
の
区
割
り
も
そ
れ
ぞ
れ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
お
い
て
有
意
で
あ
り
、

双
方
の
利
点
を
活
か
し
て
い
く
中
で
、さ
ら
に

温
か
い
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
目
指
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
制
施
行
の
式
典
な
ど
の
基
本
方
針
は

Q
記
念
事
業
の
概
要
は
。百
年
に
一
度
あ

る
か
な
い
か
の
祭
典
で
あ
る
。町
民
こ

ぞ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
も
一
体
と
な
っ
て
お
祝

い
す
る
事
業
の
計
画
を
望
む
。

Ⓐ
市
制
施
行
日
に
庁
舎
に
て
開
市
式
、そ

の
後
文
化
会
館
に
て
市
制
施
行
記
念
式

典
を
予
定
し
て
い
る
。当
町
の
財
政
状
況
だ
け

で
な
く
、昨
今
の
経
済
状
況
、社
会
情
勢
を
考

え
る
と
、行
政
が
実
施
す
る
式
典
な
ど
は
粛
々

と
厳
か
に
執
り
行
い
た
い
と
考
え
る
。町
立
小

中
学
校
に
お
い
て
は
、当
日
全
校
集
会
を
予
定

し
て
い
る
が
、そ
の
ほ
か
、教
育
委
員
会
と
し

て
何
が
で
き
る
か
学
校
側
と
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、全
町
的
な
各
種
団
体
な
ど
が
主
体
と
な

り
、催
し
物
を
企
画
、運
営
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、市
民
協
働
の
理
念
の
中
で
、新
し
い
市
の

出
発
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
構
築
を

Q
原
発
事
故
の
避
難
勧
告
は
、レ
ベ
ル
７

だ
と
米
国
や
韓
国
な
ど
諸
外
国
で
は
半

径
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
国
も
。庁
舎
か
ら
志
賀
原
発
へ
の
直
線
距
離

は
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、敦
賀
原
発
へ
は
１
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。緊
急
時
通
報
シ
ス
テ

ム
が
あ
れ
ば
隣
近
所
に
声
を
か
け
公
園
に
あ

る
通
報
シ
ス
テ
ム
を
使
い
自
衛
を
呼
び
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。早
急
に
設
置
を
検

討
し
て
は
。

Ⓐ
現
在
は
、ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
で
の

配
信
、広
報
車
に
よ
る
巡
回
広
報
、え

ふ
え
む
・
エ
ヌ
・
ワ
ン
で
の
緊
急
割
り
込
み

放
送
な
ど
が
主
な
情
報
伝
達
手
段
で
あ
る
。し

か
し
、こ
の
方
法
で
は
、停
電
や
道
路
の
寸
断

な
ど
で
障
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
設

備
の
導
入
な
ど
災
害
に
強
く
、伝
達
性
に
優
れ

た
有
効
手
段
に
つ
い
て
調
査
、研
究
を
行
っ
て

い
る
。迅
速
、正
確
な
情
報
把
握
と
、広
範
囲

に
伝
達
可
能
な
有
効
手
段
に
つ
い
て
、最
新
技

術
を
参
考
に
し
、金
沢
工
業
大
学
な
ど
の
研
究

機
関
と
連
携
の
上
、取
り
組
み
た
い
。

は
国
民
的
課
題
で
あ
り
、許
さ
れ
な
い
人
権
侵

害･

国
家
犯
罪
と
す
る
日
本
国
政
府
の
方
針
通

り
に
記
さ
な
い
教
科
書
に
つ
い
て
。外
務
省
の

公
式
見
解
と
異
な
る
領
土
見
解
を
唱
え
る
教

科
書
に
つ
い
て
。学
習
指
導
要
領
に
て
、国
旗

･

国
歌
の｢

意
義｣

と｢

相
互
に
尊
重
す
る
こ
と

が
国
際
的
儀
礼｣

で
あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
教

え
て
い
な
い
教
科
書
に
つ
い
て
。二
宮
尊
徳
や

上
杉
鷹
山
を
歴
史
上
の
重
要
人
物
と
し
て
取

り
上
げ
な
い
教
科
書
に
つ
い
て
。歴
史
上
明
確

に
疑
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
。か
た
よ
っ
た
表

現
の
教
科
書
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
以
上
6

項
目
の
見
解
は
。

Ⓐ
教
科
書
は
学
習
指
導
要
領
の
精
神
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、公
正
公
平
の
立
場
か
ら
十
分
な
検
討
を
重

ね
、採
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。ま

た
、教
科
書
検
定
と
は
民
間
で
著
作
、編
集
さ

れ
た
図
書
に
つ
い
て
、文
部
科
学
大
臣
が
教
育

基
本
法
に
掲
げ
る
教
育
目
標
に
一
致
し
て
い

る
か
、学
習
指
導
要
領
に
示
す
教
育
の
方
針
や

各
教
科
の
目
標
に
一
致
し
て
い
る
か
な
ど
を

審
査
し
、合
格
し
た
も
の
を
教
科
書
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
で
あ
り
、そ
の
制

度
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
も
の
に
コ
メ
ン
ト

で
き
る
立
場
で
は
な
い
と
考
え
る
。

Q
白
山
・
石
川
採
択
地
区
の
選
定
委
員
会

の
構
成
と
任
期
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
本
県
の
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科

書
は
採
択
地
区
ご
と
に
同
一
の
も
の
を

使
用
す
る
、広
域
採
択
制
度
を
と
っ
て
い
る
。

当
町
と
白
山
市
は
共
同
採
択
地
区
と
な
っ
て

お
り
、採
択
に
関
す
る
要
綱
、要
領
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。そ
れ
に
従
い
白
山
・
石
川
採
択

地
区
協
議
会
を
設
置
し
、協
議
会
の
答
申
を
受

け
、市
町
教
育
委
員
会
が
採
択
を
決
定
し
て
い

る
。協
議
会
の
校
正
は
、学
識
経
験
者
、教
育

委
員
会
代
表
、校
長
会
代
表
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
代

表
と
な
っ
て
い
る
。

Q
新
し
い
教
育
基
本
法
の
改
正
に
基
づ

き
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
、

教
科
書
会
社
は
教
科
書
を
編
さ
ん
し
た
。今
年

３
月
末
に
検
定
合
格
と
な
っ
た
教
科
書
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
聞
く
。

　

国
土
防
衛
や
災
害
派
遣
で
活
躍
し
て
い
る

自
衛
隊
を｢

憲
法
違
反｣

と
疑
え
る
集
団
と
い

う
紹
介
を
す
る
教
科
書
に
つ
い
て
。拉
致
問
題

Q
次
期
総
合
計
画
に
、若
い
世
代
も
集
え

る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書

館
と
、末
松
廃
寺
周
辺
に
博
物
館
を
計
画
し
、県

立
大
学
の
門
前
町
の
整
備
を
盛
り
込
ん
で
は
。

Ⓐ
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
、図
書
館
活
動

の
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
情
報
集
積
地

と
し
て
の
図
書
館
活
用
、情
報
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
利
便
性
の
向
上
な
ど
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。今
後
、図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
点
検
、改

善
し
、メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
資
料
整
備
、情

報
提
供
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
た
い
。

ま
た
、県
立
大
学
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、県

が
策
定
し
た
野
々
市
町
西
南
部
地
区
ま
ち
づ

く
り
基
本
構
想
に
基
づ
き
、新
産
業
の
創
造
を

テ
ー
マ
と
し
た
農
商
工
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

来
年
度
の
中
学
校
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

早
川 

彰
一　

議
員

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書
館
を

村
本 

道
治　

議
員

　

７
月
２
日
㈯
、
文
化
会
館
フ
ォ

ル
テ
で
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
る
社
会
福
祉
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
住
民
参

加
に
よ
る
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
後
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
海

老
名
香
葉
子
氏
に
よ
る
「
泣
い
て

笑
っ
て
が
ん
ば
っ
て
」
と
題
し
た

記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
福
祉
に
貢
献
さ
れ

た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

（
敬
称
略
）。

 

民
生
委
員
児
童
委
員

織
田
信
博　
　

小
堀
裕
子　
　

篠
崎
洋
子

竹
田
外
喜
次　

中
川
純
子　
　

西
野
幸
江

萩
原
信
夫　
　

平
野
悦
子　
　

水
渕
敏
子

宮
口
敏
枝　
　

村
田　

明　
　

山
村
惠
子

山
森
和
子　
　

山
本
光
子　
　

東
原
正
子

徳
野
三
知
應　

東　

伸
明　
　

塚
本
智
佳
子

下　

幸
子

 

社
会
福
祉
団
体
役
職
員

酒
井
正
男　
　

藤
多
典
子　
　

古
源
和
子

徳
野
美
雪　
　

加
藤
幸
子

 

社
会
福
祉
施
設
職
員

松
本
紫
津
子　

田
中
勇
人　
　

酒
井
摂
子

宮
前
真
弓　
　

斉
藤　

稔　
　

畑　

明
子

柴
田
如
月　
　

宮
下
す
え
子　

上
谷
由
美
子

大
元
幸
枝　
　

前
千
佳
子　
　

三
納
加
奈
子

伊
藤
康
子　
　

江
表
裕
美　
　

森
田
歩
美

谷
口
容
子　
　

井
上
ひ
と
み　

林　

一
恵

上
森
博
子

 

登
録
ヘ
ル
パ
ー

宮
森
朝
子　
　

小
林
和
美　
　

宿　

元
枝

法
澤
光
子　
　

西
田
良
江

 

社
会
奉
仕
活
動
者

市
本
富
男　
　

藤
田
雅
顯　
　

中
野
與
志
久

高
橋
吉
隆　
　

西
村
正
栄　
　

東
田
恵
子

任
田
花
子　
　

畠　

紀
子　
　

市
川
美
恵
子

小
柳
久
代　
　

千
田
幸
子　
　

中
村
外
代
子

中
村
登
世
子　

林　

綾
江　
　

本
多
清
美

水
上
千
枝
子

町
社
会
福
祉
大
会

第23回
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保
護
司
の
活
動

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
に
対
し
て
面
接

を
行
い
、
決
め
ら
れ
た
約
束
事
を
守
る
よ

う
に
指
導
や
助
言
を
し
て
、
そ
の
人
の
立

ち
直
り
を
助
け
る
「
保
護
観
察
」、
刑
務

所
や
少
年
院
に
い
る
人
が
施
設
を
出
た
後

に
帰
る
場
所
の
環
境
を
整
え
る
「
生
活
環

境
調
整
」、
罪
や
非
行
を
予
防
す
る
た
め

の
「
啓
発
活
動
」
が
主
な
活
動
で
す
。
保

護
司
は
個
人
で
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
地
域
の
「
保
護
司
会
」
単
位
の
活

動
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
学
校

と
連
携
し
て
青
少
年
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
授
業
参
観
や
朝
の
あ
い
さ

つ
運
動
に
参
加
し
た
り
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
立
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
思
う
こ
と

　
「
今
の
時
代
で
は
し
ょ
う
が
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
雇
用
が

少
な
い
。『
協
力
雇
用
主
※

』
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
活
動
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、

社
会
の
現
状
は
厳
し
い
で
す
」
と
北
村
さ

ん
。
平
成
22
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
る
と
、

有
職
者
は
無
職
者
に
比
べ
て
４
分
の
１
ま

で
再
犯
率
が
減
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、

「
職
に
就
く
＝
再
犯
防
止
」
に
つ
な
が
り

ま
す
。
た
だ
、
せ
っ
か
く
就
職
し
て
も
す

ぐ
辞
め
て
し
ま
う
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

井
後
さ
ん
は
18
年
、
北
村
さ
ん
は
５

年
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
や
り
が
い
を
感

じ
た
り
、
心
に
思
う
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
と
言
い
ま
す
。「
非
行
や
犯
罪
に
走
っ

て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が
、
受
け
入
れ
環
境

や
再
雇
用
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で

も
が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
続
け
て
、
立
ち
直

ろ
う
と
す
る
姿
を
見
る
と
、
こ
の
活
動
を

続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
保
護
司
も
人
間
。
担
当
す
る
人
と
真

摯
に
向
き
合
え
ば
向
き
合
う
ほ
ど
、
悩
ん

だ
り
苦
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
保
護
司
仲
間
に
相

談
し
、
励
ま
し
合
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
横

の
つ
な
が
り
も
こ
の
活
動
の
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
」。

※　

前
歴
に
関
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
雇
用
す
る
こ
と

で
立
ち
直
り
に
協
力
す
る
民
間
の
事
業
者

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら

　

刑
務
所
な
ど
か
ら
出
所
し
た
と
し
て
も

人
間
関
係
や
社
会
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て

孤
立
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
井
後
さ
ん

は
、「
や
り
直
せ
る
社
会
を
創
っ
て
い
く

事
は
、
私
た
ち
保
護
司
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
立
ち
直
り
へ
の
大
き
な
支
え

に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
に
も
身
近
な
問
題
と

し
て
、
一
緒
に
考
え
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

7月2日㈯の社会福祉大会で
啓発チラシを配る保護司

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

第61回「社会を明るくする運動」啓発大会
　7月1日㈮白山市の鶴来総合文化会館クレインで第61回社会を明るくする運
動の啓発大会が行われ、保護司会、白山南地区更生保護女性会、白山北・石
川地区更生保護女性会など約200人が集まりました。大会では、江田五月法務

大臣からのメッセージを、野々市町長と白山市長
に伝達しました。粟町長は、「あいさつ運動や携帯
電話を持たせない運動など、引き続き活動していきたい」と決意を述べました。
　7月はこの運動の強調月間として、街頭でチラシの配布や講演会の開催、ポ
スターや立て看板、懸垂幕の設置が全国で展開されました。

野々市町総合防災訓練
８月28日㈰　9：00～野々市小学校

大規模地震が発生したとの想定で、野々市

小学校区の14町内会、関係機関など総勢約

650人が参加して訓練を行います。

 ※9：00に訓練サイレンが鳴ります 

問い合わせ　環境安全課　☎227−6051

↑速さと正確さが求められるポンプ車操法

動作の正確さと的を倒すまでのタイムを競う小型ポンプ操法

大
会
結
果

総
合
の
部

　

敢
闘
賞　

町
消
防
団
第
二
分
団

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

第
２
位　

町
消
防
団
第
二
分
団

　

6
月
26
日
㈰
、
白
山
市
の
松
任
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
第
７
回
白
山
野
々
市
消
防
訓

練
大
会
が
開
か
れ
、
野
々
市
町
と
白
山
市

の
消
防
団
27
分
団
、
約
５
５
０
人
が
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
真
夏
並
み
に
暑
く
小
雨
も
ぱ
ら

つ
く
中
、消
防
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
県
知
事
表
彰
】

■
銀
杯
を
授
与
す
る
表
彰

　

藤
島
敏
雄　

松
野
俊
一

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

■
功
労
章　

新
座
秀
樹

■
功
績
章　

中
野
隆
信　

絹
川
実

■
勤
続
功
労
章

　

小
林
真
紀　

林
邦
雄　

村
田
敏
幸

【
白
山
野
々
市
消
防
連
合
会
長
表
彰
】

■
永
年
勤
続
表
彰

　

徳
成
伸
司　

西
本
哲
也　

小
堀
修
一

　

宮
崎
英
明　

塩
田
健

■
退
職
役
員
感
謝
状　

中
村
茂　

越
野
昇

第
７
回
白
山
野
々
市

消
防
訓
練
大
会

　罪を償い、再出発しようとする
人たちの立ち直りを支え、再び犯
罪や非行に陥るのを防ぐ「更生保
護」。この地域活動を民間ボラン
ティアで行うのが保護司です。
　町では20人の保護司が活動して
います。このうち野々市町保護司
会代表の井後葉子さん（左）と、
担当保護司の北村博さん（右）に
保護司の活動を通しての思いを聞
きました。

明るい社会づくりを目指す

保 護 司 会 活 動
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22

全
国
市
町
村
教
委
連
功
労
者

　

多
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
と
し
て
地
方

教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
る

議 
会 

活 

動
６
月
16
日
～
７
月
15
日

■
６
月

17
日　

定
例
会
（
一
般
質
問
）

21
日　

総
務
常
任
委
員
会

22
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

23
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

	

町
村
議
会
議
長
協
議
会

24
日　

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

28
日　

町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

30
日　

白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
議
会
臨

時
会

■
７
月

４
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
視
察

５
日　

町
村
議
会
議
長
会
新
当
選
議
員
研

修
会

　
　
　

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
議
員
視
来
庁

13
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

大 

会 

結 

果

■
Ｉ
Ｃ
Ｆ
カ
ヌ
ー
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
世
界

選
手
権
ド
イ
ツ
大
会
ス
ク
ォ
ー
ト
部
門　

男
子
第
３
位

石原　亨氏
（中林２丁目）

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）　

６
月
分
入
札

■
公
共
下
水
道
事
業　

汚
水
管
布
設
工
事

二
日
市
第
二
処
理
分
区　

第
37
工
区

予
定
価
格　

２
０
，７
９
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

１
７
，２
５
１
，５
０
０
円

落
札
者　

拓
土
建
設
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業　

汚
水
管
布
設
工
事

二
日
市
第
二
処
理
分
区　

第
38
工
区

予
定
価
格　

２
７
，６
１
５
，０
０
０
円

落
札
金
額　

２
５
，８
３
０
，０
０
０
円

落
札
者　

み
の
り
建
設
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

二
日
市
第
一
処
理
分
区　

第
４
工
区

予
定
価
格　

１
９
，４
２
５
，０
０
０
円

　

町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
て
、「
地
域
福
祉
計
画
」「
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し
、

「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
住
民
の
皆
さ
ん
が

主
役
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
地
域

福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

今
年
６
月
に
は
、18
歳
以
上
の
町
民
か
ら
、

無
作
為
抽
出
し
た
２
０
０
０
人
を
対
象
に
、

「
地
域
福
祉
」
に
対
す
る
考
え
方
や
意
見
を

お
聞
き
す
る
目
的
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
結
果
を
集
計
し
、
地
域
座
談

会
で
活
用
し
た
り
、
計
画
に
反
映
す
る
た
め

の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
公
民
館
や
集

会
場
で
「
地
域
座
談
会
」
を
約
20
回
開
催
す

る
予
定
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
や

解
決
方
法
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

し
あ
わ
せ
支
援
課

☎
２
２
７
―
６
０
６
３

　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
４
６
―
０
１
１
２

落
札
金
額　

１
８
，１
６
５
，０
０
０
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

二
日
市
第
一
処
理
分
区　

第
５
工
区

予
定
価
格　

１
５
，１
２
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

１
４
，１
７
５
，０
０
０
円

落
札
者　

三
友
工
業
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

二
日
市
第
二
処
理
分
区　

第
７
工
区

予
定
価
格　

２
０
，１
６
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

１
８
，７
４
２
，５
０
０
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■
23

－

４
柳
町
地
内
配
水
管
布
設
替
工
事

第
１
工
区

予
定
価
格　

２
９
，６
１
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

２
６
，４
６
０
，０
０
０
円

落
札
者　

大
智
㈱

■
住
環
境
整
備
事
業　

泉
野
野
々
市
線
横

断
地
下
道
上
屋
整
備
工
事

予
定
価
格　

１
９
，７
４
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

１
５
，１
９
３
，５
０
０
円

落
札
者　

㈲
柿
本
建
設

■
二
日
市
矢
木
線
舗
装
改
良
工
事　

第
２

工
区

予
定
価
格　

２
７
，７
２
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

２
５
，８
３
０
，０
０
０
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■
野
々
市
町
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

二
日
市
徳
用
線
外
街
路
舗
装
工
事

予
定
価
格　

１
８
，４
８
０
，０
０
０
円

落
札
金
額　

１
７
，１
１
５
，０
０
０
円

落
札
者　

金
沢
舗
道
㈱

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
、
子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
人
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
誰
も

が
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
も
、「
地

域
で
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
福
祉
と
は
、
地
域
の
人
た
ち
を
は
じ

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
「
幸
せ
の
担
い

手
」と
し
て
行
政
や
関
係
機
関
と
助
け
合
い
、

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
、
ま
ち
の
一
員
と
し
て
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
「
地
域
社
会
」

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

春
の
叙
勲叙

勲
受
章
者

　

公
共
に
対
す
る
功
労
、
社
会
の

各
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
を

表
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

原
則
年
２
回
、
春
は
４
月
29
日
、

秋
は
11
月
３
日
に
春
秋
叙
勲
お
よ

び
褒
章
が
授
与
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精

励
し
た
方
を
対
象
と
し
て
、
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
が
同
日
付
け
で

授
与
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
決
定
が
延
期
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
６
月
17
日
に
閣
議
決

定
し
、
４
月
29
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

 

端
宝
単
光
章

　

陸
上
自
衛
官
と
し
て
、
国
の
平

和
と
独
立
を
守
る
こ
と
に
尽
力
さ

れ
る
。

坂口　正一氏
（菅原町）

清水　外司英氏
（堀内２丁目）

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

「
地
域
福
祉
計
画
」・「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

「地域福祉」って
なんだろう？

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

地
域
座
談
会
が
始
ま
り
ま
す

日　程 会　場 該当する町内会

8月17日	㈬ 交遊舎 御経塚、あやめ
8月23日	㈫ 青少年センター 扇が丘、住吉町、菅原町
8月25日	㈭ 菅原団地集会所 菅原団地
9月	 9日	㈮ 新庄町内会館 新庄3丁目、新庄4丁目、新庄5丁目
9月12日	㈪ 太平寺会館 太平寺、位川

8月・9月上旬に開催される地域座談会の日程（開催時間19：00～20：30）
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。

ちカメラあちこ
い
の
の
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皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。広報情報課（☎227− 6056）

大人から子どもへ、町を美しくする心を伝えたい
町ぐるみ美化清掃

歴史を振り返り、さらなる発展を願う
けやき野苑開苑20周年記念式

みんなで守ろう！自転車マナー
交通安全自転車教室

子育てしやすい、住みやすいまちへ
二日市町で町営住宅と児童館の起工式

野々市のふるさとづくりは踊りの和から
野々市じょんから踊り講習会

健康的な食生活と体操で元気に長生き！
高齢者生きがい教室

　７月３日㈰、“ののいちっ子を育てる”町民会議と連合町
内会が主催する「子どもと大人の町ぐるみ美化清掃」が、
各町内会単位で行われました。
　早朝にもかかわらず、小学生から大人まで町民総出で、
公園や歩道、神社などのゴミ拾いや草むしりをしました。
布市神社では、小学生に竹ぼうきの持ち方を教えたり、草
むしりをしながら中学生たちとの会話を弾ませる大人の姿
が見られました。きれいになった神社には、これから夏休
みのラジオ体操に来る子どもたちの声が響くことでしょう。

　けやき野苑の開苑20周年を祝う式典が６月25日㈯、白
山市内のホテルで開催されました。約82人が出席し、節
目を祝いました。式では、けやき野苑を運営する富明会の
岩田理事長が、「これからも利用者、保護者、職員の３者
の心を一つにして楽しく喜びあふれる施設づくりをしてい
きたい」とあいさつしました。
　同苑は、昭和56年に誕生した野々市授産所を母体とし
て、平成４年４月に入苑者19人で開苑し、現在は41人の
知的に障害のある人が利用しています。

　自転車の安全運転とマナーの向上を図ろうと町内小中学
校７校で交通安全自転車教室が行われました。６月17日
㈮には、布水中学校で、１年生245人が参加し、衝突実験
や夜行反射材の効用実験を見学し、実際に自転車を使って
安全性や危険性について学びました。
　講評では、松任警察署員が「人に思いやりをもって運転
し、ルールとマナーを守って下さい」と呼び掛けました。
生徒は、「交通安全の大切さを知りました。今日の体験を
今後に活かしたいです」と応えていました。

　児童館が併設する町営住宅の起工式が、７月６日㈬、二
日市町で行われ、粟町長がくい打ち初めを行いました。
　子育て世代が定住しやすいようにと、４月に開園したア
リス保育園とも隣接しています。町営住宅と児童館を合わ
せた敷地面積は約4,600㎡で、町営住宅は鉄筋コンクリート
５階建ての40戸。児童館は鉄骨2階建てで、2階には学習室
を置き放課後児童クラブとして活用します。町営住宅は来
年９月ごろ、児童館は来年３月ごろに完成予定です。町営
住宅の入居者募集は、来年夏以降に広報でお知らせします。

　野々市じょんからまつりで踊る「野々市じょんから踊り」
に、子どもから大人まで気軽に参加できるよう、踊りの講
習会が７月７日から計５回、公民館などで実施されました。
　７月15日㈮夜の文化会館フォルテでの講習会には、大
会に出場する大学生や銀行員、子どもたちなど約40人が、
じょんから節保存会会員の手ほどきを受けました。銀行支
店の一行は、「野々市に赴任した以上は、野々市じょんか
ら踊りを覚えたい」と汗を流していました。

　６月23日㈭、郷地区老人会「松寿会」が、食事や体操
について学びました。
　午前中は、消費生活研修会として県栄養士会の大谷千晴
副会長が生活習慣病を説明。参加者26人は前の日に食べた
ものを書き出し、食材に偏りがないか振り返りました。大
谷さんは「面倒でも、自分のためにひと手間かけて調理し、
地元の食材・旬の食材で健康管理を。」と呼びかけました。
　午後からは、健康体操教室を開く高坂良恵講師が体操を
指導し、参加者は楽しく体を動かしました。

食事は楽しく感謝の気持ちをもって
保育園食育事業

　６、７月に計３回、園児に食べることと生きることのつ
ながりを理解してもらおうと、ふじひら保育園年長児23
人を対象に食育事業が開催されました。
　栄養士による寸劇やクイズ、食生活改善推進委員や林浩
陽さんのお話を聞いてバランスの良い食事や、食べ物の大
切さを学びました。また６月15日㈬には、調理実習を通
して、自分の力で料理を作る達成感を味わいました。

お米が「ご飯」になる様子を真剣に見つめる園児たち→
↑講習会参加２年目の工大生。手つきも様になってきました

←教える方も熱が入り、会場内では個別レッスンも
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図書館お役立ち情報：夏休みの宿題といえば、読書感想文。何を読むべきか迷った時は図書館へ。おすすめの本がたくさんあります。

● 子ども向け

『ねこの絵本　新装版』
いもと　ようこ／作・絵

講談社

あまえる、遊ぶ、じゃれる、ケン
カする、くっついて眠る。
何をしてもかわいい、何もして
なくてもかわいい、フワフワの
子ねこがいっぱいの本。

● 大人向け

『夜と霧　ドイツ強制
収容所の体験記録』

Ｖ．Ｅ．フランクル／著　みすず書房

終りの見えない絶望の中で、
人々はどう生きたか。精神科医
だった著者は、なぜ生還できた
のか。数ある類書の中で、この
本が長く読みつがれてきた理由
がきっとわかる感動の手記。

「ののいち歴史めぐり
inじどうかん」

中央児童館

町の歴史に触れ、郷土を愛する気持ちに繋げたいという
思いからののいち里まちガイドの協力を得てスタ－トした

「ののいち歴史めぐりinじどうかん」。

一回目は、３館（中央・本町・押野）合同で、布市神社
の弁慶の力石・富樫家について学び、高尾城跡に登り

ました。この日は富樫卿になった気分でした。二回目は、のっ
ティに乗り、富奥小学校跡地や緑広がる田園地帯を周りまし
た。「一村一心」の碑の前では村民が一つになって喜びを分
かち合い、悲しみを共にすることが大切だと聞かされ、自分
の身に置き換えて納得する子どもたちの姿が見られました。

そこから西の方に歩くと、緑の田園地帯が広がり、七ヶ
用水の一つ富樫用水には水が流れ、水田に潤いを与

えていました。実際に田んぼの中に入り、先人が守っ
てきた自然からの恵みを体験しました。

昔は多数の生き物が人間と共生していましたが、
都市化が進み、赤トンボ・ホタルなどが少な

くなってしまった話を聞き、子どもたちは何かを感じ
とったのではないかと思います。これからも身近な
歴史や自然に触れて野々市の良さを知ってほしいと
思っています。

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑤

　町の魅力を伝える野々市検定第５弾！じょんからまつ
りにまつわる問題を作成しました。楽しみながら挑戦し
てみてください。

〈1問目〉毎年、夏恒例の野々市じょんからまつり。今年
で第何回？
Ａ.第10回　　Ｂ.第20回　　Ｃ.第30回　　Ｄ.第40回

〈2問目〉現在の野々市じょんからの歌詞「富樫略史音頭」
は何番まで？
Ａ. ９番　　Ｂ.13番　　Ｃ.17番　　Ｄ.21番

〈3問目〉野々市じょんからが昭和39年にレコード収録さ
れたときの歌手はだれ？
Ａ.三波春夫　　Ｂ.村田英雄
Ｃ.島倉千代子　　Ｄ.新川二郎

正解は

18ページで

雑貨屋さんになりたい

田辺　菜桜さん
御園小学校３年

大工さんになりたい

大石　子龍くん
御園小学校１年

わ
た
し
の

夢

ぼ
く
の

夢

本町2-14-6（☎248-8099）

開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）

休 館 日　毎週月・祝日

町立図書館 ● 今月のおはなし会

とき：８月13、27日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

● 今月の展示図書

テーマ『カワイイ! 動物たち』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

Culture

楽しい絵本や紙芝居
の読み聞かせです。
誰でも自由に参加で
きます。

　

東
京
野
々
市
会
の
今
年
度
の
総
会

は
、
７
月
９
日
㈯
に
東
京
都
千
代
田
区

の
ホ
テ
ル
で
、
会
員
ら
21
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
中
嶋
一
郎
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
引
き
続
き
、
粟
町
長
が
、
県
議
会

６
月
定
例
会
で
、
町
の
市
制
施
行
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
今
年
11
月
11
日

に
野
々
市
市
が
誕
生
す
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
か
ら
町
花
木
の

ツ
バ
キ
と
テ
ン
ト
を
贈
呈
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
新
市
の
誕
生
に
祝
意
を
表
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
町
出
身
者
で
つ
く
る
「
東
京
野
々
市

会
」「
関
西
野
々
市
会
」
会
員
募
集
】

　

会
で
は
毎
年
、
総
会
や
懇
親
会
を
開

催
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
広
報
の
の
い
ち
や
ふ
る

さ
と
特
産
品
を
通
じ
て
町
の
今
を
知

り
、
野
々
市
応
援
団
と
し
て
全
国
へ

野
々
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

３
千
円

問
い
合
わ
せ　

総
務
企
画
課

☎
２
２
７
─
６
０
２
６

一
般
の
部

◇
町
長
賞

	

中
村
春
男
（
彫
刻
）

	

「
親
子
獅
子
」

◇
町
議
会
議
長
賞

	

山
口
浩
（
写
真
）

◇
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

	

森
一
郎
（
日
本
画
）

◇
町
文
化
協
会
会
長
賞

	

豊
田
美
紀
（
写
真
）

◇
町
美
術
文
化
協
会
長
賞

	

金
子
昌
代
（
書
）

◇
北
國
新
聞
社
長
賞

	

境
谷
芳
枝
（
洋
画
）

◇
野
々
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

	

綾
間
義
明
（
写
真
）

◇
野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

	

谷
本
千
佳
（
日
本
画
）

◇
北
國
新
聞
社
奨
励
賞

	

石
田
健
二
（
日
本
画
）、
木
村
幸
雄

（
工
芸
）、
木
戸
加
奈
子
（
写
真
）

◇
佳
作

	

小
瀬
正
治
（
日
本
画
）、
宮
岸
伸

彦
（
日
本
画
）、
髙
桑
奈
美
（
書
）、

古
源
一
栄
（
工
芸
）、
北
洋
一
（
写

真
）、
大
沢
弘
司
（
洋
画
）

◇
町
美
術
文
化
協
会
員
奨
励
賞

	

高
野
郁
子
（
日
本
画
）、
下
川
聰
美

（
書
）、
長
峰
あ
ゆ
み
（
工
芸
）、
尾

山
隆
夫（
洋
画
）、永
見
紀
雄（
写
真
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◇
金
賞

	

西
村
美
里
、
木
戸
七
巳
、
倉
田
雅

也
、
餅
木
寛
人

◇
銀
賞

	

中
村
太
一
、
深
山
紗
衣
、
水
島
加

央
瑠
、
金
谷
莉
子
、
加
藤
彩
花
、

大
野
沙
弥

◇
銅
賞

	

北
川
由
佳
子
、
中
山
楓
、
鏑
木
綾

乃
、
豊
田
美
保
、
佐
藤
聖
真
、
村

伽
詩
子
、
赤
祖
父
加
奈
、
小
堀
仁

稜
、
山
本
彪
磨
、
新
町
洸
貴

　

７
月
８
日
㈮
か
ら
18
日
㈪
ま
で
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
町
美
術

展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
の
美
術
家
た
ち
が
丹
精
込
め
て

作
り
上
げ
た
１
３
７
点
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第30回町美術展美
競

の
演

東京野々市会



広報ののいち　2011. 8月号　1819　広報ののいち　2011. 8月号

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

ケーブルテレビ9ch マイタウンののいち
月～金／ 6:30～　7:00

11:20～12:00
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

リレー方式で町民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき” 63

野々市町で暮らしてどうですか？
２年前に野々市町に引っ越してきました。
すぐ近くにいろんなお店があるので便利で過ごし
やすいです。
広報についてのご意見？
子育て関係のページを中心に見ます。先日、お知
らせ版の子育て応援ひろばを見て救命救急講座に
行ってきました。今度は、ベビーサインの講座に
参加してみたいと思っています。
自分の性格を一言であらわすと？
優柔不断、大ざっぱなところですかね。
人からは、典型的なＯ型だねなんて言われます。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
ママ友達とランチに行く事です。あとは、週末に
実家に行くことですかね。両親が喜んで子どもを
見てくれるので本当に助かります。
目標やチャレンジしてみたいことは？
夏は水遊びをしたり、秋は紅葉を見に行ったり家
族みんなで四季を感じられる生活を送っていきた
いですね。あとは、子どもの成長を通して、親も成
長していければいいなーと思います。

別宗　陽子さん／藤平田
彩有子ちゃん

子どもへ
思いやりのある子に育って欲しい

う
ぶ
ご
え

　
子
の
名

親
の
名

住
　
所

松
田
帆ほ

の

か
乃
夏

典
美
穂

）新
庄
２

宮
川　

蒼そ
う

大た

大
介

ま
ゆ
み

）押
野
７

松
岡　

友ゆ
う

理り

友
希

み
ゆ
き

）粟
田
２

隈
部　
　

凛り
ん

道
裕

満
千
代

）三　
納

池
上　
　

岳が
く

森
彦
恵
美

）若
松
町

岩
原　

里り

お穂

哲
穂

由
香
里

）菅
原
町

岡
野　

結ゆ

ま茉

康
祐
詩
帆

）下
林
４

川
上　

勇ゆ
う

真ま

和
宏
夏
希

）本
町
２

水
野　

陽あ
き

葉は

陽
一
真
美

）矢
作
１

忍
久
保
慶け
い

士し

武
士

美
奈
子

）上
林
４

林　

百も

も

か
々
花

祥
行

千
紗
子

）矢
作
３

池
戸
茉ま

り

あ
莉
亜

崇
裕
美

）下
林
１

谷
口　

寛か
ん

太た

崇
弘
美

）本
町
４

小
家　

優ゆ
う

香か

慧
千
絵

）矢
作
４

田
場　

紫し

音お
ん

靖
昭
友
美

）本
町
１

松
崎　

佳か

な奈

伸
栄
和
子

）横
宮
町

橋
本　

瑛え
い

人と

智
広
美
沙

）新
庄
４

百
海
菜な

な

み
々
美

公
洋

絵
梨
子

）御
経
塚
２

加
地　

壱い
っ
せ
い成

英
樹
順
子

）押
野
７

山
本　

愛ま
な

葉は

敦
司
瑞
穂

）野
代
３

遠
藤
香か

な

え
奈
笑

誠

知
笑
美

）押
野
５

坂
本　

寛ひ
ろ

仁と

篤
信

め
ぐ
み

）粟
田
６

川
田　

煌こ
う

太た

大
介
直
美

）二
日
市
町

是
枝　

篤あ
つ

希き

征
秀
麻
里

）新
庄
３

山
田　
　

蓮れ
ん

章
博

奈
津
子

）長　
池

渡
邉　

颯そ
う

太た

謙
太
光
美

）押
野
６

泉　
　

朋と
も

希き

昇
志
里
織

）藤
平
田
１

中
村　
　

葵
あ
お
い

幸
博優

）太
平
寺
３

亀
田　

桃も
も
ひ
ろ大

学
由
紀

）藤
平
田
１

水
口　

柚ゆ

ま茉

友
太

ゆ
か
り

）本
町
５

牧
野　
　

哲
て
つ
し

尚
裕
宏
美

）新
庄
２

吉
田　

朝あ
さ

陽ひ

邦
裕

知
奈
津

）粟
田
１

森
貞　

美み

う宇

一
樹

ひ
と
み

）本
町
１

松
本　

涼
り
ょ
う

雅が

保
成

佐
知
恵

）粟
田
５

藤
木　

宏こ
う

太た

匡
志
靖
子

）白
山
町

マ
レ
キ	

バ
ト
ウ
ル
モ
ハ
ン
マ
ッ
ド
ナ
イ
ム

フ
ァ
リ
ハ
ア

）扇
が
丘

伊
藤　

陽は
る

人と

幸
浩
知
美

）菅
原
町

板
屋
宗そ
う

志し

郎ろ
う

憲
一
郎
知
里

）野
代
３

前
枝　

心こ
こ

夢ゆ

英
賢
麻
里

）粟
田
３

中
村　
　

颯そ
う

直
宏
幸
子

）二
日
市
町

川
本　

博ひ
ろ

輝き

武
有
希

）押
野
５

藤
原　

昊こ
う

大た

哲
也
久
恵

）二
日
市
町

礒
邉　

瞳み

さ咲

将
喜
真
里

）菅
原
町

伴　

奈な

な

こ
々
子

久
志
寛
子

）本
町
４

高
田　

慶け
い

吾ご

幸
一
智
子

）押
野
２

坂　

千ち

夏な
つ

真
悟
由
佳

）住
吉
町

南
川
瑠る

る

あ
々
愛

朗
良
衣

）新
庄
２

山
越　

陽は
る

貴き

大
輔

奈
緒
子

）稲
荷
４

森
田　

晃こ
う

多た

要
知
栄

）御
経
塚
３

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー	

蓮れ

音の
ん

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド	

ジ
ェ
ー
ム
ズ	

佳
誉

）押
野
５

岡
田
笑
し
ょ
う

太た

郎ろ
う

志
幸
法
子

）押
野
５

竹
田　

創そ
う

祐す
け

孝
志
真
歩

）新
庄
１

た
か
さ
ご

川
田　

康
人　

能
美
市

平　
　
　

彩　

三　

納
）菅
原
町

梅
﨑　

聡
一　

金
沢
市

石
林　

直
子　

本
町
６
）新
庄
３

谷
内　
　

誠　

金
沢
市

油
野　

真
弥　

稲
荷
４
）三　
納

北
川　

貴
大　

福
井
県

南　
　

有
花　
三
日
市
町

）三
日
市
町

米
田　

哲
也　
二
日
市
町

長
野　

杏
子　

金
沢
市
）二
日
市
町

江
本　

侑
弥　

輪
島
市

杉
本　

真
美　

堀
内
２
）堀
内
２

中
出　
　

隆　

稲
荷
１

今
村
由
美
子　

稲
荷
１
）稲
荷
１

橋
場　

宏
治　
二
日
市
町

髙
畠　

彩
衣　
二
日
市
町

）二
日
市
町

森　
　

和
宏　

能
美
市

吉
田　

恭
子　

津
幡
町
）三
日
市
町

横
山　

要
典　

扇
が
丘

宇
野　

友
紀　

扇
が
丘
）扇
が
丘

高
田　

俊
輔　

上
林
４

新　
　

栄
子　

上
林
４
）上
林
４

伴　
　

久
志　

本
町
４

清
水　

寛
子　

本
町
４
）本
町
４

川
村
竜
之
助　

押
越
２

山
本　

恵
梨　

押
越
２
）押
越
２

野
竹　

秀
和　

菅
原
町

山
下　

絵
美　

七
尾
市
）菅
原
町

北
村　

理
彦　
御
経
塚
１

百
崎　

利
恵　

能
美
市
）御
経
塚
１

髙
納　

謙
太　

位　

川

山
本
美
由
樹　

金
沢
市
）位　
川

お
く
や
み

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

宮
野　
　

渡

本
町
６

86
歳

横
山　

憲
一
御
経
塚
５

84
歳

横
山　

孝
一

徳
用
町

87
歳

吉
本　

治
子

上
林
３

90
歳

村
田　
　

昇
藤
平
田
１

58
歳

中
村　

敬
子

本
町
３

64
歳

桒
本　
　

茂

粟
田
４

65
歳

清
水
千
穗
子

若
松
町

90
歳

西
川　

ト
キ

堀
内
２

81
歳

内
村　
　

君

本
町
３

90
歳

内
田　

光
子

新
庄
４

91
歳

米
原　

洋
子

末
松
２

67
歳

■6月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 47,470人 （＋ 82）

　　男　 24,040人 （＋ 21）

　　女　 23,430人 （＋ 61）

　世帯数 20,371世帯 （＋ 48）

■6月中の人の動き

　転　入 231人

　転　出  183人

　出　生 53人

　死　亡  19人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H23.6.16～H23.7.15受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓

【今月の表紙】
　６月26日に行われた白山石川消防
訓練大会に町内の5つの消防団が出場
しました。その練習が5月下旬から、
約１カ月間毎晩のように野々市中学校
グラウンドで行われていました。夕闇
の中、号令の声が響き、夜間照明に照
らされる団員の表情は、練習と言えど
も、真剣そのものでした。

野 々 市 検 定　（問題は16ページ）

【第1問】C 野々市じょんから踊り大会と商工会主催の野々市まつ
りを合わせて、昭和57年から野々市じょんからまつ
りが始まり、今年で30回目だった。

【第2問】C 今の野々市じょんから節の歌詞は、昭和3年に郷土史
家木村素堂氏がつくった。17番まである。

【第3問】B コロムビアレコードから昭和39年に発売され、村田
英雄が唄う野々市じょんからが全国に広まった。

東
日
本
大
震
災
の
広
報
広
聴

体
制
か
ら
学
ぶ
場
に
参
加
し
ま

し
た
。
自
治
体
の
防
災
計
画
と

住
民
の
防
災
教
育
の
両
方
が
機

能
し
て
い
な
け
れ
ば
、
行
政
が

い
く
ら
避
難
情
報
を
発
信
し
て

も
住
民
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た

と
の
こ
と
。
行
政
メ
デ
ィ
ア

は
、
報
道
に
値
す
る
こ
と
を
日

ご
ろ
か
ら
発
信
し
て
い
な
い
と

住
民
に
は
聴
い
て
も
ら
え
な
い

な
ど
、
耳
の
痛
い
話
も
。
災
害

時
初
期
の
広
報
が
多
く
の
生
死

を
分
け
た
実
態
を
知
り
、
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

（
Y
M
）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
町
村
部
で
入
選
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
毎
日
更
新
し
、
コ
ツ
コ
ツ

と
町
の
情
報
を
増
や
し
た
結
果

が
、
２
年
連
続
の
入
選
に
結
び

つ
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、町
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
の
っ

テ
ィ
」
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
評
判
に
。

の
っ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
ね
る
、
A
R

の
っ
テ
ィ
、
T
w
i
t
t
e
r

な
ど
、
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い

人
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ぜ
ひ
！

（
M
S
）

編
集
後
記

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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鏡（末松しりわん遺跡出土）

紅猪口（三日市 A 遺跡・徳用クヤダ遺跡出土）かんざし（徳用クヤダ遺跡出土）

江戸時代の身だしなみ
　装身具や化粧は、自分を美しく見せる行為として縄文時代から用いられていました。また、危険
から身を守るといった呪術的な目的や、身分を示す目印として重要な役割も果たしてきました。江
戸時代でも年齢や職業、既婚・未婚の別によって髪型や化粧の仕方に違いがあったようです。
　町内の発掘調査では、江戸時代の化粧道具や装身具がいろいろ出土しています。櫛 (くし ) など
の木製品は土に戻ってしまうのでほとんど出土することはありませんが、磁器の紅皿や金属製品の
鏡・かんざしなどが見つかっています。
　紅皿は紅を入れるための容器で、紅猪口 (べにちょく )などとも言われていました。紅は高価で
あったので、こうした皿に少量の紅を入れて売られていたようです。紅は唇のほかに目や頬の化粧
にも使われていました。鏡は中世になると円い鏡に柄のつくものが現れ、江戸時代に入るとそれが
一般的になります。鏡の裏面には様々なデザインが施されています。
　今では昔のような目的で身を飾ることはありませんが、美に対する意識は同じであったのでしょう。


